








令和２年 １２月定例会 一般質問回答書

議席
番号

質問者 質問事項 要旨 答弁者 答弁内容 担当課

1 １．鳥島射爆撃場の
早期返還について

　町長はじめ、執行部は鳥島射爆撃場に打ち込まれ
た１，５２０発の劣化ウラン弾に関し、見て見ぬふ
りをして無関心を装っている。私は、これを不作為
による罪だと言っている。町長は、町民の生命、健
康、財産を保護する任務があるのに、その責を全う
していない。むしろ放棄だ。その立場で以下町長に
伺う。
　1つ目は「鳥島射爆撃場に関するアメリカの公文
書は、沖縄国際大学に一般公開してる事を昨年５月
８日、沖縄タイムスに案内している」と質問をした
が入手しようとしない。今年の１０月５日、私はＵ
ＳＢで入手した。但し本件ＵＳＢは英文である。こ
れを鳥島の部分のみ執行部で翻訳していただきた
い。
　２つ目、町長は内部被爆について、平成１９年の
町民のガンは県内の市町村で死者総数の２３．４
％、県平均では２８．８％と３５位。平成２９年本
町では２９．９％、県平均２６．４％市町村別では
１０位。２０１２年の小児ガンは全国平均の約５
倍。そこで伺う。町長はこの現状を知っても「人体
への被害はない」と今でも言えるのか。
　３つ目は本町のガンによる死亡者の現状を知って
いても、劣化ウラン弾との因果関係は把握できる疫
学調査を拒否するのか伺う。
　４つ目、海洋深層水拡張導入を何故、所管である
農林水産省でなく、防衛省か伺う。私は農水省の交
付金であれば賛成だが、防衛省であれば、先を読む
と鳥島射爆撃場と連動、更にはミサイル配備を狙っ
ていると見る。

町長 　米公文書につきましては、関係機関を通して
照会していますが現時点で確認できておりませ
ん。この件につきましては、軍転協総会におい
て入手できるよう沖縄県に要請しておりますの
で、引き続き公的機関から入手できるよう努め
てまいります。
　２つ目の内部被爆につきましては、これまで
の調査結果や町民の健康診断の結果並びに町民
の死因の分析結果などを総合的に検討すると人
体への被害は無いものと考えておりますが、劣
化ウラン弾の影響につきましては、引き続き放
射線測定を継続して行うなど監視を行ってまい
ります。
　３つ目の因果関係につきましては、内部被ば
くすることで生ずるであろう、肺がんや気管支
の喉頭がんが他地域に比べて非常に多いとは認
められないため、疫学調査の実施は考えており
ませんが、引き続き死亡原因や健康診断等の分
析を行ってまいります。
 ４つ目の海洋深層水の取水管整備については、
これまで事業化を目指して取り組んでまいりま
したが、農林水産省ほか他省庁にも該当する補
助事業がございません。現在のところ、水産施
設整備に関連する民生安定施設助成事業のみが
該当しております。当該事業については、本町
でこれまでに幾度となく活用し事業を実施して
おります。

1,2,3
総務課　
4
プロジェク
ト推進課

2

5宇江原　総
清

２．真泊の避難道路
について

　町長は「同道路は県の承諾を得たものでなく、町
判断で実施した」と答弁している。しかし、口頭で
はあるが県からＯＫを取っている。しかも、危険指
定区域の避難道路はすでに概設、設置が終わってい
る。町長に伺う。同避難道路を避難場所まで当初の
計画どおり設置するか。
　また避難道路終点は背程高い繁茂地だが救急人が
あった場合、町長は「波が引いた後に救助する事を
想定」しているが、所要時間はいか程か。

町長 　現時点での方針としましては、避難階段は、
一時避難場所として位置づけしており、今後の
整備については、土砂災害特別警戒区域指定と
の調整や財政状況等をみながら判断してまいり
ます。
　救助につきましては、被害想定の規模で異な
ることから所要時間を算出できません。災害時
の救助については島内全域の被害状況で判断し
ますが、迅速に救助できるよう関係機関と連携
し対応することになります。

総務課
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3 5宇江原　総
清

３．久米島町を含む
国立公園構想につい
て

　町は、構想するとすれば、どのような構想か。国
側と話し合った事はあるか。

町長 　環境省と意見交換を実施しております。情報
収集し自然公園法に基づく指定について可能性
調査が実施できるよう要請してまいります。

環境保全課

4 １．ＤＭＯについて 　このＤＭＯについて、町民にはまだ周知、理解さ
れていない部分が多い為、事業の詳細内容について
伺う。

町長 　「第２次久米島町観光振興基本計画」をはじ
め、観光による地域振興を目指す中において、
商工業・観光業・農業・水産業等、地域産業を
網羅した地域経営に取り組む事から、その推進
役としてＤＭＯを設立しました。
　６月に事務局長が就任し、事務所を久米島空
港ターミナルビル内に設置し活動をスタートし
ております。
　商工会、観光協会、紬組合、農協、漁協組合
との連携により、稼げる地域づくりを目指して
まいります。
　また、独自での事業実施や、戦略的な施策の
展開に必要な情報収集およびデータ分析等も行
い、地域経済の活性化に取り組みます。

商工観光課

5 ２．海洋深層水事業
について

　ここにきて、事業化に向けて進展の兆しが見られ
るが、町として今後の事業の取組について伺う。

町長  　海洋深層水の取水管整備計画については、事
業化に向けて鋭意取り組んでいるところでござ
います。今後の計画につきましては、令和3年度
から4年度において久米島海洋深層水を活用する
施設整備の全体計画を策定する予定でございま
す。
　取水管等の整備については、全体計画に基づ
き事業の実現に取り組んでまいります。

プロジェク
ト推進課

6

2盛本　實

３．バーデハウスに
ついて

　同館は１０月末を持って閉館しました。これまで
利用していた町民の関心は何時開業するのかという
ところにあります。今後、開業に向けての取り組み
及びタイムスケジュールについて伺う。

町長 　バーデハウス久米島の再開については、隣接
する奥武島キャンプ場やレストハウス畳石、海
ガメ館等との一体的な管理・運営を考えており
ます。
　公募による民間での管理・運営を前提に、現
在、専門機関からの助言および先進事例を参考
に公募条件の検討・整理に取り組んでいるとこ
ろです。
　年内で公募条件を整え、年明けから公募、候
補者選定、議会承認を経て管理・運営事業者を
選定する予定です。
　令和3年度上期での再開を目標に取り組んでま
いります。

商工観光課
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7 2盛本　實 ４．県発注工事につ
いて

　町負担がある県発注事業を町外業者が受注した経
緯があるが、この事案について町長としてどの様に
考えているか伺う。

町長 　ご質問にあったとおり町負担を行っている県
営事業がございますが、工事の等級による影響
もあり一般競争入札により島外業者が受注して
いる工事もあります。分離分割発注できる工事
については、指名競争入札できるよう県へ要請
しております。

・総務課
・建設課

8 10真栄平　建
正

１．景観形成につい
て（条例等）

①総合計画への反映は。
②今後の具体的施策は。
③景観形成計画の目的とその達成度評価は。

町長 ①総合計画の島づくりの目標「安心・快適な生
活環境づくり」、施策の柱「快適な住環境づく
り」に具体施策として沖縄らしい風景づくり推
進事業を位置付けております。
②沖縄らしい風景づくり団体補助金を各団体へ
交付するほか、要件がございますが赤瓦設置に
対する一部助成も実施しております。
③本計画は、本町の良好な景観を保全・創出す
るために必要な事項及び景観法の規定に基づく
手続について必要な事項を定めることにより、
美しい久米島の景観を守り、育て、創造し、も
って町民一人一人にとって愛着と誇りのあるま
ちづくりの実現に寄与することを目的としてお
ります。また第2次久米島町総合計画前期基本計
画について各種施策の評価を行い、沖縄らしい
風景づくり推進事業は、施策の進捗状況が半分
程度達成、施策の効果は概ね達成の評価となっ
ております。

建設課
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9 ２．土壌分析につい
て

①土壌分析実施状況は。過去３年の件数と１件当た
り料金。
②分析結果の農家への指導助言等、活用状況と今後
の計画は。
③町は何故、土壌分析を実施しているのか、その目
的と達成度評価は。

町長 ①毎年土壌分析週間（6月～7月）で土壌分析を
実施ております。平成30年度が22件、令和元年
度が34件実施しております。土壌分析週間以外
では、令和元年度に97件行っております。今年
度は、コロナの影響で実施しておりません。現
在、久米島製糖及びJAと実施するか協議を行っ
ております。料金は、無料です。
②農家には、１件ずつ土壌分析診断書を作成
し、助言を行いながら結果を返しております。
また、JAと南部農業普及センターと連携して、
土づくり講習会を実施しておりますが、その中
でも土壌分析の結果や診断書の見方等の指導を
行っております。
③農家の土壌改良及び施肥改善を図るために実
施しております。毎年数十件の依頼があり、土
づくり講習会にも３０名の参加あり農家からは
評価されていると思います。今後も継続して実
施します。

産業振興課

10

10真栄平　建
正

３．コロナ対策につ
いて

　国、県、町の支援策（補助金）の項目毎の件数、
金額は。

町長 　国の支援策については感染予防対策、中小企
業、事業者支援等で27件、総額で約３億４千５
百万円、町の支援策については給食費、保育料
無償化等で４件、約３千６百万円の支援を実施
しています。県独自の支援策については時短営
業、自粛など独自の支援策を行っていますが、
町を経由せずに事業者等への直接補助のため件
数、金額等の把握は出来ておりません。

企画財政課
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11 １．久米島町行政改
革大綱及び行政改革
行動プランについて

　第２次久米島町行政改革大綱及び行政改革行動プ
ランが平成２５年度から平成２９年度までの５年間
の期間で制定され終了している。その効果について
伺う。
　国、県及び他の市町村でも継続して行財政改革大
綱を策定して推進しているが、行政運営をしていく
うえで必要不可欠な計画であると思うが、町として
引き続き行政改革及び行政改革行動プランを設定し
て推進する必要性はなかったのか伺う。

町長 　第２次行政改革行動プランについては大きく
３つの基本方針と８つの具体的方策及び４５の
実施事項を掲げています。事務事業評価、人事
評価、定員適正化の実施、事業別予算書の導入
などにより財政指標の改善など、一定の成果を
あげています。
　行革行動プランは久米島町第２次総合計画に
掲げるまちづくりのための各種施策を着実に推
進するために必要なものであり、期間終了後の
評価及び公表が十分ではありませんでした。
　昨今のコロナ禍で働き方、デジタル化推進な
ど行政運営、住民サービスなどに対しても大き
な変革が求められており、同時に行政改革の継
続と必要性を強く感じています。
　引き続きの行革及び行動プランについては、
取り組み体制を整えた上で、総合計画の５年ご
との前期・後期基本計画に連動する形で取り組
んでまいります。

企画財政課

12

13幸地　猛

２．町営バスの運営
について

　令和３年４月から路線バスの運営を民間がするこ
とになるという。
①民間が運営することになった経緯について。
②運行経路は維持されるのか。
③利用者別運賃は維持されるのか。
④町が所有している財産(バス、事務所等)の取り扱
いは。
⑤民間運営後の町との関係は。

町長 ①経緯については、運行サービスの向上や運行
管理の改善等から、町としても以前より路線バ
スの民間事業への移管を考えていましたが、取
り組めていない状況にありました。
　そのような中、過去に意見交換を行った事業
者と再度意見交換を行う機会があり、同事業者
から路線バス事業への参入に前向きなお話をい
ただき、意見交換や協議を重ね、お引き受けい
ただく予定をしております。
②、③運行経路および運賃等については、町営
運行を維持する事で進めております。
④町所有財産について、車両（バス）は補助事
業を活用し取得している事から国・県の承認を
得ての無償貸付、事務所については賃貸、土地
については貸地の内容で協議しております。
⑤路線運営の収支に不足が生じた場合の補助を
予定しております。また、地域公共交通対策会
議の主宰者として、路線バス運行に携わってま
いります。

商工観光課
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13 １．仲里総合グラウ
ンドの整備について

①県道との境界フェンスが道路工事に伴い撤去され
利用団体からの再設置要望が出ているが再設置の考
えはないか。
②秋から冬は夕方利用する際に暗くなるのが早く、
利用者が困っているとの声があるが照明設備の整備
は計画はされないのか。
③管理棟横にある角力の練習場を整備する考えはな
いか。
④グラウンドや球場の外周を健康目的で歩く町民が
多いが、ハブの目撃情報も多く足場も悪いので、そ
こをもう少し利用しやすいように整備できないか。

町長 ①県道との境界フェンスの再設置については、
利用団体等の意見を聞きながら検討いたしま
す。
②仲里総合グラウンドの照明設備については、
高額な予算が必要ですので仲里グラウンド全体
計画で検討いたします。
③角力練習場の整備については、設置場所の選
定を含め関係者と意見交換を行い角力場の整備
について検討してまいります。
④グラウンドや野球場の外周等の整備について
も仲里総合グラウンドの全体計画で検討いたし
ます。

環境保全課

14

8棚原　哲也

２．銭田森林公園の
今後の周辺整備につ
いて

①給水棟のある旧島尻線道路側からの進入路の整備
もなされるのか。新たな進入路として山を拓く計画
があるのか。
②スハラ城址、城郭までのトレイルランコースを公
園周辺につくる計画を持っているのか。
③公園の整備の進捗状況は。完成はいつ頃を予定し
ているのか。町民自由に利用できるひらかれた公園
になるのか。
④建物周辺の公園の管理はどこが行うのか。公園の
整備は完成後の管理やそれにかかる費用まで視野に
入れた計画になっているか。
⑤公園整備の計画に変更がある箇所はあるのか。そ
の場合当初の予算と現在の予算ではどのくらいの差
額が生じているのか。金額を知りたい。

町長 ①新たな進入路として山を拓く計画はございま
せん。
②基本計画の中には、公園周辺にトレッキング
コースが計画されております。トレッキングコ
ース整備に関しましては、完成後の管理等の調
整や検討が完了していないため令和３年度まで
の事業計画には含まれておりません。
③町民が自由に利用できるひらかれた公園とな
ります。現在行っている整備については、令和
３年度での完成を予定しております。
また、整備完了したエリアについては、順次開
放していく予定でございます。
④建物周辺の管理については、建物の指定管理
者が行います。公園整備完了後は、費用等も含
め指定管理者と協議を行います。
⑤平成29年度から令和３年度までの計画で、当
初事業費の374,656千円から284,883千円に変更
しており、89,773千円の減となっております。
変更箇所は、トレッキングコースの整備事業に
ついて、完成後の管理等の調整や検討が完了し
ていないため令和３年度までの事業計画には含
まれておりません。

プロジェク
ト推進課
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15 8棚原　哲也 ３．イーフビーチ及
び奥武島周辺の砂州
の保全について

①イーフビーチの砂の飛散対策及び砂州の侵食対策
について。

町長 　イーフビーチ海浜の飛砂については、過去に
対策として実施した「ハマヒルガオ」の植え付
けで、一定の効果は見られるものの問題解決に
至らず、町としても対策に苦慮している状況で
す。
商工観光課、建設課、環境保全課等の関係課で
連携し、また、地域の方々とも協議しながら、
解決に向け引き続き取り組んでまいります。
　奥武島の砂州については、立木等にも影響が
出ていることから浸食防止および背後地保全に
ついて関係機関へ要望してまいります。

・建設課
・商工観光
課
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16 3富永　肇 １．久米島町立学校
施設老朽化について

　久米島町立の校舎及び施設の経年劣化が見られま
す。児童生徒の安全、安心な教育施設としては不安
を感じます。町として現状を把握しているか、その
対応について伺います。
①町立の各校舎、体育館の築年数は。
②施設にどのような劣化がみられ、急を要する箇所
は。
③対応と対策は。

教育長 ①本町における各学校施設の中で、特に普通教
室と体育館の築年数についてお答えします。仲
里小学校普通教室２９年、体育館２６年、美崎
小学校普通教室４１年、体育館２３年、久米島
小学校普通教室３９年、体育館１８年、比屋定
小学校普通教室３７年、体育館１９年、大岳小
学校普通教室３９年、体育館１８年、清水小学
校普通教室４１年、体育館２４年、久米島西中
学校普通教室１３年、体育館１９年、球美中学
校普通教室３８年、体育館２１年となっていま
す。
②施設の劣化状況については、築年数が３０年
を超える施設において、雨漏りによる天井石膏
ボードの腐食、雨水管の腐食、給水設備、電気
設備において劣化が進んでおり、特に施設庇部
分の配筋の腐食に伴う剥離箇所については早急
な対応が必要だと考えます。また、昭和５６年
以前に設計された施設９棟については耐震診断
結果を基に早急に耐震化を図る必要がありま
す。
③通常、各学校においては定期的に施設の安全
点検を実施しており、危険箇所があればすぐに
教育委員会へ報告のうえ、まず安全対策を取っ
た上で、修繕等の対応を行っています。特に、
児童生徒の安全確保のため緊急を要する箇所の
修繕については、財政担当と調整のうえ予備費
での対応を行っています。しかしながら、この
ような老朽化が進んだ施設において、これまで
通りの対応では抜本的な対策とはならないた
め、現在、「学校施設の長寿命化計画」を策定
中であり、今後、発生する施設の維持管理のコ
スト等を踏まえ安全安心な学校施設を維持して
いくための取組を推進しております。

教育課
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17 ２．風の帰る森、周
辺整備について

　風の帰る森は学童クラブ、宿泊、イベント等が始
動しているが、周辺整備が完成されていません。状
況について伺います。
①完成までの計画期間と予算規模はどの程度を見込
んでいるか。
②ジブリとの関連は。

町長 ①計画期間は平成29年度から令和３年度で、完
成は令和３年度を予定しております。予算規模
については、令和３年度の予定額を含め、総額2
84,883千円を見込んでおります。
②風の帰る森交流施設については、宮崎ご夫妻
からの寄付金で施設整備を行っております。周
辺整備に関しましては、町の予算と一部寄付金
を活用して整備を行っております。

プロジェク
ト推進課

18

3富永　肇

３．イベント及びプ
ロ、アマチュアスポ
ーツキャンプについ
て

　新型コロナウイルスによる経済は大きな打撃を受
けている状況にある。GOTOキャンペーン、観光応援
クーポン等などの効果もあり少しずつではあるが回
復の兆しが見え始めた段階と思われます。
　今後の町主催のイベント開催予定とプロ、アマチ
ュアスポーツキャンプのオファー状況について伺い
ます。

町長 　今年度の町主催スポーツ等イベントについて
は、町民参加に限定したパークゴルフ大会の開
催を検討しておりますが、現時点において、そ
の他の開催予定はありません。
　プロスポーツキャンプについては、プロ野球
東北楽天ゴールデンイーグルス春季キャンプの
実施について、球団と情報および意見交換を行
いましたが、11月30日に球団より今季は本町で
実施しない旨、連絡がありました。
　アマチュアスポーツキャンプについては、大
学野球５校からオファーをいただいております
が、コロナ感染症の状況により最終的な判断、
決定となります。

商工観光課
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19 7新垣　幸子 １．保育所運営につ
いて

　島の将来のために教育や人材育成の強化を。まず
は乳幼児教育から。
①認定こども園に向けた保育士や幼稚園教諭の勉強
会の実施や視察研修は実施したか。具体的な内容を
伺いたい。
②「県の幼児教育アドバイザーの研修で改正された
保育指針を保育士と確認して、保育の質の向上につ
なげていきたい。」とありましたが、どのようにな
ったか。
③県の幼児教育アドバイザー巡回支援訪問事業は年
に何回計画しているか。町内の保育士、幼稚園教諭
経験者や外部講師等を回数を多くして活用すること
を提案したい。併せて、本町の今後の保育及び幼児
教育方針を策定してはどうか。今こそ本気で乳幼児
教育の抜本改革するべきだと考える。

町長 ①去った７月に保育士及び幼稚園教諭を対象に
「認定こども園の制度に関する勉強会」を実施
しました。今年度中に２回目の研修を予定して
おります。
　視察研修につきましては、８月以降、本島内
の保育所において新型コロナウイルスによるク
ラスターが相次いで発生したため、視察を見送
っております。今後の視察時期については感染
状況を判断して実施する予定です。
②平成29年3月に改定された保育所保育指針の内
容が「全体的な計画」に反映されてないことか
ら、幼児教育アドバイザーから見直しの助言を
受け、指針の変更点の確認、全体計画を基に年
間計画、月案、週案等の作成方法や保育環境等
の提案や助言を受けました。
　新指針における「全体的な計画」を全職員共
通認識の下、作成し活用していくことが重要と
なりますが、12月17日に第2回目の巡回支援訪問
を中央保育所で予定しており、改善点などの確
認を行う予定であります。
③県幼児教育アドバイザー巡回支援訪問事業
は、今年度においては２回を予定しておりまし
たが、町内全ての保育施設へ巡回支援訪問のフ
ォローが出来ていないため、再度要望していく
考えであります。
　保育経験者の活用、本町の保育及び幼児教育
指針の策定に関しては、文部科学省の補助事業
で「幼児教育推進体制の充実・活用強化事業」
があり、事業内容は、体制の充実として町内保
育経験者を活用した幼児教育アドバイザーの配
置、人材育成方針として幼児教育の実践の質向
上のためのガイドラインの作成・活用の事業が
あります。今年度から沖縄県での取組が始まっ
ており、事業活用の検討を考えております。

福祉課
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20 7新垣　幸子 ２．歯科診療所の開
設について

　何十回も本島の歯科医院に通院している方々から
の切実な声があります。「経済的、体力的にも厳し
く、急いで何とかしてほしい。」と。また、治療を
受けたくても、受けられない方がたくさんいて、我
慢している現状があります。
　健康や命に関わることであり、何よりも最優先さ
せるべきことですが、スピード感を持って対応して
いただきたい。
①内部検討委員会における話し合いはどのようにな
されたか。今後の具体的な対応を伺いたい。
②歯科保健業務については、具志川歯科医院や小児
保健協会の協力を得て行っているとあるが、学校や
保育所等の現場からの問題点や意見はないか。

・町長
・教育
長

　仲里歯科診療所の閉院は、町民の健康に直接
影響する最重要課題と認識しています。
①福祉課内部で検討したところ、まずは、仲里
歯科診療所の再開が最優先と判断し、沖縄県歯
科医師会及び沖縄県医療政策課へ本町の現状を
お伝えし、協力を仰いだところです。
　内部検討委員会については、仲里歯科診療所
の再開の目途がたった時点で立ち上げ、老朽化
した建物や歯科医療体制の在り方について検討
したいと考えております。
(保育所)
②保育所の乳幼児健診につきましては、小児保
健協会の協力により行っており、11月19日に
は、沖縄県歯科医師会の協力により、中央保育
所、ほか２園の保育所で歯科検診を行いまし
た。10月からは、母子推進員が保育所現場に入
り、歯みがき指導も再開したところです。
　保育所現場からの問題点等の提起については
特にございませんでした。

(学校)
②各学校の歯科検診につきましては、法令に定
めた学校歯科医が行わなければならないのです
が、今年度は幼稚園、小中学校を含め１０校中
６校について不在となったことで、県歯科医師
会の協力を得て１１月に全校の歯科検診を無事
に終了致しました。
　また、学校現場からは、次年度には学校歯科
医の委嘱を行ってほしいとの要望がございまし
た。

・福祉課
・教育課
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21 ３．職員の意識改革
と行財政改革につい
て

①衛生管理者を設置している。またストレスチェッ
クを実施しているが状況と対応をどのようにしてい
るか。特に職員の心のケアや相談体制について伺い
たい。
②職員への仕事に対する意識調査や町長による職員
の個人面談を実施しているか伺う。
③「町民の皆様が満足いただけるサービスをどのよ
うに提供するか。」や大きな柱である総合計画の策
定とその取組みが町行政の重要な役割である。その
ことを成し遂げるためには、行財政改革が不可欠で
あるが、どのように考えているか。また事務事業評
価を実施することにより、ＰＤＣＡサイクルが機能
したり、外部評価によって廃止や縮小を含めた事業
の見直しと、より質の高い業務活動への改善に議論
を重ねていると思うが、現状について伺う。
④特に町のイベントや行事の廃止、縮小、統合、選
定について、予算や効率性からも特に必要と考える
が、委員会を立ち上げて対応してはどうか。

町長 ①令和元年度のストレスチェックの受診率は88.
1％で、うち高ストレス者は10.4％となっており
ます。高ストレス者のうち希望者が産業医の面
談を受けられる体制を整えております。相談体
制につきましては、産業医や総務課担当者によ
る相談体制をとっております。
②人事評価制度において、職員の自主的な学習
を支援し、個性を生かした人材育成を図るた
め、面談を重視した能力評価を実施しており、
面談については班長、課長、副町長が行ってお
ります。
また、業務上、気になる職員については、私自
身が面談を行う場合もあります。

③行財政改革は町総合計画に掲げるまちづくり
のための各種施策を着実に推進するためにも必
要なものであると考えています。第２次行革大
綱及び行動プランに基づきPDCA方式で事務事業
評価を行った結果、財政指標の改善、成果につ
ながっております。
④町のイベント等についても事業評価を行い廃
止、縮小、統合、選定についてしっかりと議論
してまいります。

①、②総務
課
③企画財政
課
④総務課・
企画財政課

22

7新垣　幸子

４．自然保護行政に
ついて

　環境のみならず、実は教育、産業、観光に大いに
関連し、島の宝である先人たちが守り抜いた自然に
ついて、今こそ自然への恩返しのつもりで本気で取
り組む体制が必要であると痛感している。
①町独自で「久米島町自然環境保全条例」を制定
し、沖縄県との協力体制のもと更なる久米島の自然
保護強化を要望したい。
②町独自の自然保護専任の職員配置を要望したい。
この後継者育成について、どのように考えている
か。

・町長
・教育
長

①「久米島町自然環境保全条例」の制定につき
ましては、これまで認められていた権利を制限
するものであることから、慎重な判断が求めら
れます。国、県とも相談の上、対応策を検討し
たいと考えています。
②専任の配置につきましては、現状の体制で国
・県と連携し取り組んでまいります。後継者の
育成につきましては、島の自然についての現状
認識や、その大切さについての町民への普及啓
発がまず必要だと考えており、それらの課題を
整理した上で判断したいと考えております。

①環境保全
課
②博物館
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23 １．移送サービスに
ついて

　安心した生活を送るために必要なサービスとし
て、今後も重要だと考えるが、サービス支援体制は
充分か。今後の課題も含め伺う。

町長 　移送サービスは、介助を必要とする方々を目
的地まで安全に送迎するサービスで、平成14年
度より社会福祉協議会が実施しております。
　昨年度は送迎回数1,991回、延べ333人の方が
通院、退院、買い物等に利用しており、介助を
必要とする方々にとってはなくてはならない重
要なサービスであると認識しております。
　今後の課題点としては、病院への通院を目的
とする方が多数を占めていることから、定期受
診に伴う送迎については、医療機関が担う事が
可能かどうか、利用目的のすみ分けが必要と考
えられます。
　

福祉課

24 ２．空き地対策につ
いて

　空き家と共に、地域において目に付くようになっ
ている空き地。空き地について何らかの対策は取っ
ているか。空き地対策の考え方について伺う。

町長 　空き地につきましては、基本的に所有者が適
切な管理を行う必要があります。しかしながら
適切な管理が行われていない空家、空き地等
は、防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境
に影響を及ぼす可能性がありますので、適切な
管理を行うよう指導を行ってまいります。

総務課

25 ３．職員の議会傍聴
について

　町職育成及び議会を活発に進めるために、職員が
議会を傍聴できる仕組みが必要と考えるが、町長の
考えを伺う。

町長 　議会傍聴につきましては、新採用職員研修の
一環で実施しております。職員については、議
会中継をテレビで視聴する職員もおりますが、
業務の一環として取り扱っております。議会傍
聴については職員の意見を聞きながら必要性に
ついて検討してまいります。

総務課

26

6吉永　浩

４．第２次久米島町
総合計画及びまち・
ひと・しごと創生総
合戦略について

　令和２年度も残すところ約３ヶ月となった。令和
３年度に向けた取組みを進めていると思うが、第２
次久米島町総合計画の前期計画の評価の進捗状況
は。又、後期計画策定の取組状況は。併せて取組む
とあった、総合戦略の評価は。

町長 　第２次久米島町総合計画・前期基本計画につ
いては「生まれるから老いる、」及び「次世代
のために」並びに「島を訪れる、島に帰る人た
ちへ」をテーマとした各種施策について点検を
行った結果、6段階評価で施策の進捗状況が「3.
8」、施策の効果は「4.2」の総合評価になりま
した。併せて取組む総合戦略については「活力
のある島～安全で誰もが暮らしやすい島」をテ
ーマとした各種施策の進捗状況が「3.2」、施策
の効果は「4.2」の総合評価となりました。前期
の取り組みに対する評価を踏まえ、後期基本計
画、次期総合戦略に向けては、より高い評価を
目指して、行財政運営、まちづくりを推進して
まいります。

企画財政課
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27 ５．各字公民館の掲
示板について

　各字公民館に設置されている掲示板には改修等が
必要な個所もあると思うが、対応する考えはある
か。

町長 　各字公民館にある掲示板は合併前の旧村で整
備されたのであり、ほぼ改修が必要な状況で
す。掲示板については区長会からも要望があり
ますので、各公民館の実態調査や、必要性や効
果について検討しております。

総務課

28

6吉永　浩

６．コンビニ交付導
入について

　以前にも質問しているが、住民の利便性向上の観
点から、コンビニ交付サービス導入してみてはどう
か。

町長 　コンビニ交付に関しては、費用対効果、導入
経費やランニングコストを算出し検討してきま
したが、導入を見合わせています。引き続きマ
イナンバーカードの交付推進を図りながら検討
してまいります。

・町民課
・税務課

29 １．久米島斎場の運
営について

　新しい斎場が完成し町民が喜んでいるが、その運
営について次のことを伺う。
①２基同時運転しない理由は。
②告別式の午後４時開始や午後４時３０分開始が、
ままあるがその理由は。

町長 ①設備の設計上、１号炉及び２号炉は分岐があ
りスイッチで切り替え方式でございます。
②いずれも基本的な時間設定をし選択方式で実
施しておりますので、どの時間帯も開始が可能
でございます。

環境保全課

30 ２．今一度コロナを
問う

　第３波の真只中だが行政も町民も、なれ過ぎて慎
重さに欠けていないか。町内イベント、島外研修等
が復活している。今一度、原点に戻って感染０(ゼ
ロ)を目指したらどうか。
　隔離病床は設置までに何日かかったか。または進
捗状況は。

町長 　町主催のイベントや出張等につきましては、
県内外の感染状況や国・県の方針を確認しなが
ら、感染拡大防止対策を徹底したうえで対応し
ております。町民に対しても引き続き感染拡大
防止の徹底を要請し、感染防止に努めてまいり
ます。
　ＰＣＲ検査結果待ちの一時待機施設として、
新型コロナウイルス感染症対応施設整備事業を
実施しております。
　内容としましては、ユニットハウスの設置を
予定しており、10月1日に着手し、設置場所の造
成を終え、現在は設置するユニットハウスの製
作等を行っております。
ユニットハウスが完成次第、随時設置を行い、
年内での完了に取り組んでまいります。

・総務課
・商工観光
課

31

9喜久里　猛

３．経営持続化給付
金について

　農業経営において７割の高額補助があり、１次申
請で約７０件が採択されたが、農家の一時立替で支
払うが、資金がないから補助を受けている。
　この件について行政は首長会、担当者会議で国に
意見を申し上げたか。

町長 　本事業の支援機関（農協・漁協・農業会議
等）が、農林漁業者の補助金申請書を取りまと
めて補助を受ける事業であるため、担当者会議
は支援機関を対象に説明会が開催されたと思わ
れます。その為、行政から国に対し意見等は申
し上げておりません。

産業振興課
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32 9喜久里　猛 ４．下水道接続につ
いて

　下水道の接続は法律に基づいて接続する義務があ
ると思うが、その法律とは。
　未接続で役場職員、ＯＢ等はいないか。

町長 　公共下水道の供用が開始された区域におきま
しては、下水道法により接続するための設備の
設置や、くみ取り便所から水洗便所への改造が
義務づけられております。職員、OB等を含む町
民に対しては、接続率の向上を図るべく、町広
報、町ホームページ、FM久米島等で周知をおこ
なっているところですが、義務に関する周知も
合わせて行い、さらなる接続率の向上に努めて
まいります。

上下水道課

33 １．補助事業につい
て

　本町に於ける補助事業については、それぞれの分
野に於いてそれ相応に補助金を執行しているものと
思う。年間の予算等を見ても各事業に対して適宜適
切に万遍なく執行されていることが窺える。
そこで次の３点について
①漁業者に対する補助
②大型自動車運転免許取得時の補助
③移住・定住者への家賃の補助等について
今後、補助事業等の対策を講ずる必要があると思う
が町の見解を伺う。

町長 ①今年度の補助事業は、仲里地区車えび養殖場
の改修事業と、一括交付金に補正枠があればモ
ズクの梱包用網コンテナ容器を予定しておりま
す。
②本町で取得できない大型自動車運転免許の助
成の必要性は認識しております。どのような助
成が可能か関係団体の意見も聞きながら検討し
てまいります。
③町の移住・定住推進策については「まち・ひ
と・しごと創生総合戦略」に基づく「人口減少
と地域経済縮小の克服」を基本的な考え方の一
つに位置づけています。移住・定住希望者をサ
ポートする島ぐらしコンシェルジュを設置した
結果、直近の３～4年で約100人近くの移住実績
の成果が出ています。しかしながら、人口減少
に歯止めがかからない現状においては家賃補助
を含めた多様な支援で移住・定住を促進するの
も必要だと考えますが、コロナ禍の状況におい
て、島外で暮らす島出身の若者が帰りたいと思
える施策展開、町内経済への回復支援を優先的
に取り組む必要があると考えており、適宜、適
切な各種補助支援策について、次期まち・ひと
・しごと創生総合戦略において議論を深めてま
いります。

①産業振興
課
②総務課
③企画財政
課

34

4赤嶺　秀德

２．各種イベントの
開催について

　今年度は新型コロナウイルスによって、各種イベ
ント等の開催が中止となった。令和３年度に向けた
イベント等の開催について町の見解を伺う。

町長 　町主催のイベントの開催につきましては、沖
縄県が策定したガイドラインに基づき判断する
こととしております。県内の感染状況を見なが
らの判断となりますが、感染リスクの回避可能
なイベントについては、実施する方向で検討し
てまいります。

総務課



令和２年 １２月定例会 一般質問回答書

議席
番号

質問者 質問事項 要旨 答弁者 答弁内容 担当課

35 ３．儀間漁港の施設
について

　最近では、漁船の大型化に伴い、係留場所等が不
足している状況である。これまでにも浮桟橋・防風
壁の設置について町に対して要望はしているが事業
化には到ってないのが現状である。これら浮桟橋と
防風壁の設置を早急に要望する。町の見解を伺う。

町長 　儀間漁港の整備については、令和2年度におい
て第1防波堤を整備したところでありますが、浮
桟橋および防風壁についても必要であると考え
ております。漁港整備計画の更新作業もあるこ
とから引き続き計画し、できる限り早い実施が
できるよう県へ要望してまいります。

建設課

36

4赤嶺　秀德

４．航空運賃の低減
について

　私は、航空運賃の低減について、平成２７年１２
月、平成２８年３月と６月、令和元年６月定例会に
於いて質問して来ました。残念ながら良い話は聞こ
えてきません。これまでどの様な作業をしてきた
か、その進捗状況について伺う。

町長 　航空運賃の低減については、県への要望や意
見交換、航空事業者への要請、路線拡充等に取
り組んでまいりました。
　これまでの取り組みの成果として、県および
町の支援による片道20％低減、特便・先得割引
運賃の拡充があります。
　引き続き、航空運賃の低減に取り組んでまい
ります。

商工観光課

37 11東江　浩明 １．堆肥センターに
ついて

　堆肥センターの現状改善策と今後の良質製品への
取組状況及びその対策について伺う。
①他公営堆肥センターの視察状況について。
②視察先と町施設との製造過程の違いとその比較状
況は。
③今後の良質堆肥製品に向けた改善策とその対処方
法は。また展開案は。
④土壌菌活用堆肥の近況について。

町長 ①10月に宜野座村堆肥センターと伊江村堆肥セ
ンターを視察しました。両堆肥センターの堆肥
生産において参考になる所を取り入れ、品質の
良い堆肥づくりに取り組んでおります。
②宜野座村堆肥センターは、堆肥施設に勾配が
ついており発酵させながら水分が抜ける作り
で、鶏糞７割・牛糞３割で仕込みから製品化ま
で2か月から3か月。伊江村堆肥センターは、屋
根付きの堆肥置き場があり、仕切りのない堆肥
製造で、牛糞１０割で仕込みから製品化まで4か
月から5か月。久米島町堆肥センターは、牛糞10
割で仕込みから製品化まで3か月。
③二次発酵の段階で、マニアスプレッダーで切
り返しを行うことにより、堆肥全体に均一に酸
素を供給することで腐熟と水分蒸発を促進し、
堆肥化期間を短縮したいと思います。
④土壌菌作りに協力してくれる方々と、現場で
調整をしながら取り組んでおります。今年度中
に1回目の仕込みが出来るように継続して取り組
んでまいります。

産業振興課
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38 ２．新たなヤギ生産
について

　ヤギの飼育と製品販売等に向けた今後の活動予定
は。また山羊舎の利用方法について伺う。
①くめじま山羊生産組合のその後と現在の状況確認
は。
②新規山羊牧場参入業者の進捗状況は。

町長 ①現在は活動を休止しているとの報告がありま
した。会費については、説明しながら返金する
とのことでした。
②野外での放牧につきましては、候補地の地主
さんとの契約に向け、現在、農業生産法人の設
立の手続きを進めております。
　また、山羊舎につきましては、高床式にした
場合の見積もりをお願いしているところです。

産業振興課

39

11東江　浩明

３．台風等災害後の
インフラ整備事業に
ついて

①暴風雨後の全世帯停電状況の調査について。
②島内各地区における上下水道整備状況は。

町長 ①停電状況につきましては、沖縄電力のホーム
ページと久米島電業所長からの情報で把握して
おります。停電が長期化しないよう沖縄電力も
対応しておりますが、長期化した場合で沖縄電
力から要請があれば自衛隊に対し作業員及び資
機材輸送のための災害派遣要請を行い、停電の
早期復旧に努めてまいります。
②上水道につきましては整備率１００％、下水
道につきましては区域内整備率７８．７％で、
現在、銭田地区において工事を実施しておりま
す。

①総務課
②上下水道
課




